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平成29年第1回 沼津市教育委員会定例会会議録 

 

１ 日 時  平成29年1月 19日（木）午後３時00分～午後４時00分 

２ 場 所  沼津市立第五中学校 ２階 会議室 

３ 日 程 

(1) 開会 

(2) 会議録署名人の指名（川口委員 重光委員） 

(3) 教育長の報告 

(4) 議 案 

なし 

(5) 協 議 

協議第１号 平成28年度沼津市一般会計補正予算（第４回）について 

協議第２号 指定管理者の指定について（沼津市営香陵駐車場） 

(6) 報  告 

     １） 平成28年度第２回イングリッシュアドベンチャーの実施報告について 

    ２） 平成28年度ぬまづ英語ふれあい教室（イングリッシュデビュー事業）の実施報告につ

いて 

    ３） 平成29年成人式及び新成人議会の開催について 

    ４） 平成28年度沼津市スポーツ栄誉章の授与について 

    ５） 学校現場の状況について（いじめ等） 

  (7) そ の 他 

 

４ 出席者等 

教育長 服部裕美子、教育長職務代理者 三好勝晴、委員 土屋葉子、委員 川口浩史 

委員 重光純、教育次長 井原正利、教育指導監兼学校教育課長 大川淳、 

教育企画課長 真野正実、学校管理課長 山本貴史、文化振興課長兼戸田造船郷土資料博物  

館長 中島康司、生涯学習課長兼勤労青少年ﾎｰﾑ館長兼ゆめとびら舟山所長兼少年自然の家 

所長 原恵子、青少年教育ｾﾝﾀｰ所長 小林孝子、図書館長 杉山一男、図書館事務長  

芹澤惠美子、市立沼津高等学校事務長 杉山善英、スポーツ振興課長 山﨑眞由美、 

教育企画課長補佐 矢田陽子、教育企画課指導主事 本杉淳、教育企画課主任 和泉百映 

５ 会議内容 

服部教育長が、午後３時00分開会を宣言する。 

服部教育長より会議を公開とすることを委員に諮り、了承される。 

また、協議については、２月沼津市議会定例会に提出する案件であるため、非公開にするこ

とを、委員に諮り了承される。 

公開案件から会議を進め、日程（５）協議と日程（６）報告の順を変えて進行することを、

委員に諮り了承される。 

傍聴人 １名 

(１) 会議録署名人の指名 

服部教育長より会議録署名人に川口委員、重光委員を指名する。 

(２) 教育長報告 
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はじめに、私から報告をさせていただく。 

2017年を迎え、第１回目の教育委員会になる。今年も、どうぞよろしくお願いしたい。既

に仕事初めから２週間が経過するが、年度末も近く来年度に向けた準備等のため、慌ただし

い日々が続いている。昨日は、市長の入院が報道され、一日も早い回復を祈るところである。

教育委員会も一丸となり皆様にご協力いただきながら進行していきたいと思うので、よろし

くお願いしたい。 

  成人式、新成人議会について、８日(日)には平成８年度生まれの新成人の成人式が開催さ

れた。私は第五地区に出席してきた。午後の成人議会とともに、後ほど担当課長から報告さ

せていただくが、一言感想を申し上げる。本市では、地区のコミュニティ推進委員会および

連合自治会による地域の皆様の手作りによる成人式が開催されている。私が出席した、第５

地区の成人式では、温かな雰囲気の中にも、厳粛な雰囲気があり大変良い式であった。当時

の中学校の先生方をはじめ、恩師の先生方が並び紹介されると、新成人から歓声が上がりと

ても良い雰囲気であった。私も、勤務当時の小学生が立派に成人する姿を見て、とても感動

した。本市ならではの成人式は、本当に誇るべきものであり、地域の皆様のお力により続い

ているこの式を、本当に大切にしていきたいと感じた。 

８日（日）の午後は、新成人議会に出席し、新成人による質問に答弁した。新成人が、最

後にひとことずつ「わたしにとっての沼津の宝」について意見発表する場があった。本市を

巣立ち社会人になり本市の良さを感じている様子、本市で社会人として働きながら地域を見

つめ直すという発言が多く、大変意義ある場であると感じた。新成人が感じている本市は、

四季折々の自然の素晴らしさ、地域の方の温かさ、本市を離れて地域性が人柄に表れている

と感想を述べている方もいた。自分が一緒に学んだ仲間を含め、様々な面から地域の宝を感

じている。また、議長が、「すべてがみなさんの宝であり大切にしていきたい」とまとめて

いた。これらすべてを、かけがえのない宝ということを、新成人が感じていることを心強く

思った。 

９日（月）には、手をつなぐ育成会の成人式に出席した。１人１人を大切に祝う温かな式

であった。これまでの成長や現在の就業先なども紹介され、特別支援を要する子どもたちの

成長を見届け、保護者もつながる場として、大変貴重な成人式であると感じた。 

これら成人式に関わる様々な式、行事の中で、本市のすばらしい自然・歴史・文化の中で、

その良さを十分に生かした教育が行われるよう、これからも努めて行きたいと考えた。 

12日に、戸田地区小中一貫校推進委員会の皆様と、東京都町田市立「小中一貫ゆくのき学

園」を視察してきた。児童、生徒の減少に伴い、平成24年に小中一貫校として開校した。現

在の全校児童生徒数は、小学校168人・６学級、中学校81人・３学級で全て単学級である。

隣接していた小中学校が、小学校校舎を改修し、全校児童生徒の９学年が入り、空いている

校舎は様々に活用されていた。本市と同じように、自然に囲まれており、自然と一体化した

体験学習ができるよう工夫されたスペースが多くあった。印象に残ったのは、小学校の職員、

中学校の職員が２列の島に並び、背中合わせで多くのことを実施している職員室である。そ

の実施例としてあがったことは、中学校の体育教諭が小学校の体育の授業にＴＴ（チームテ

ィーチング）で一緒に入ったことである。平泳ぎをうまく指導するには、どのようにしたら

よいかとい言う話を聞いた中学校の体育教諭が説明するが、なかなかうまく説明できなっか

たので、結局ＴＴにより子どもたちの技能が大変高まっているということであった。参観さ

せていただいた中学校の数学の授業に、小学校１年生を担任していた教諭がＴＴで入り、困
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っている生徒たちに声をかけながら授業をしていた。安心した雰囲気の中で学習が進んでい

る様子を参観した。小学校の生活科、理科で使用する教材案などの準備に、中学校の理科教

諭が関わるなど、うまく協力指導体制を作り実施している。指導のソフト面や施設面におい

ても、様々なことを戸田小中一貫校の教育、教育の研究、推進に生かしていきたいと思う視

察であった。私から以上である。 

事務局から、その他の１月の主な行事等について、報告をさせていただく。 

 

    教育企画課長   

     私からは、１月の教育委員会関係の行事等について、報告をさせていただく。 

     １月 行事等一覧をご覧いただきたい。 

先ほどの教育長報告と、重複する部分はあるが、４日（水）には戸田地区で、また８日（日）

には、沼津市内１６の中学校区で成人式が開催された。教育長は第五地区の式典に、教育次

長は原地区の式典に出席した。 

また、午後２時からは本会議場で、第 19 回新成人議会が開催され、教育長が新成人の質

問等に答弁した。内容としては、「沼津市の教育について、小中一貫教育や中高一貫教育のメ

リット、デメリットについて今後の展望を含めた」質問があり、具体的な事例を上げつつ、

継続的な教育の実施による学習効果など教育長より答弁している。詳細については、後ほど、

生涯学習課から報告させていただく。 

 12 日（木）は、教育長からも報告があったが、東京都町田市立「小中一貫ゆくのき学園」

を視察した。この学校は、八王子市と隣接する地区にあり、児童生徒の減少に伴い小中一貫

校化を図ったということで、既存の小学校を改修し施設一体型による小中一貫校ということ

で、海と山との違いはあるが、戸田地区の特別区と似ているということで視察先として選択

し、教育長も参加した。 

 昨日18日（水）は、校長会に出席している。 

 22 日（日）は、第 63 回 沼津市駅伝競走大会が開催される。教育委員会が主催し、今年

度は112チームが参加予定ということである。５部門あり、各部門１位から８位までの入賞

チームには教育長から表彰されることとなっている。 

24日（火）には、東京で開催される、Ｂ＆Ｇ全国サミットへの出席を予定している。これ

はボートレースの笹川財団から、平成７年に戸田村当時に体育館とプール施設を無償で譲渡

いただいている。Ｂ＆Ｇ財団の「Ｂ」は「ブルーシー」、「Ｇ」は「グリーンランド」、要する

に、青い海と緑の大地ということでＢ＆Ｇ財団である。 

31日（火）には、後ほど、スポーツ振興課より報告があるが、沼津市スポーツ栄誉章授与

式に出席を予定している。大変簡単であるが、以上。            

 

＜報 告＞  

１） 平成28年度第２回イングリッシュアドベンチャーの実施報告について 

   （学校教育課長 資料に基づき説明）    

   服部教育長   説明が終わったが、本件に対するご質問、ご意見等はいかがか。            

   重光委員     子どもたちが英語を好きになる機会を与えることとして、このような事業を開

催することはとても良いと思う。この事業を開催するに当たり、１回でどのくら

いの費用がかかるのか。 
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   学校教育課長  予算については、200 万円ほどである。参加児童生徒の負担については、第 1

回目の夏休みは 500 円で、内訳は 50 円が保険代、450 円は昼食代であり、夏場

であったためおにぎりとから揚げのお弁当にした。アレルギー対応があるため、

出来るだけ支障がない対応をした。今回は、1000 円で、50 円が保険代、950 円

が食費等の実費とし、ビュッフェ形式の昼食であったため、アレルギー対応を必

要とする児童生徒には事前にアレルギーの申し出を依頼した。残りは、ＡＬＴへ

の支払いや、会場費、バス借り上代などで、第１回、第２回それぞれ100万円で

ある。 

      服部教育長   ランチをみんなでいただき、作ったジンジャーハウス（クリスマスのお菓子で

作った家）をみんなでいただくなどした。  

   三好委員    英語に触れるという機会としてとても良いと思う。100人という人数が、適当

なのかはわからないが、全小中学校に通知し、参加者を募り、この人数であるの

か。 

   学校教育課長   そうである。 

   三好委員    周知は、各学校に行き渡っているのか。 

   学校教育課長   はい。小学５年生から中学２年生まで全員に、チラシを配布している。 

      三好委員    定員は、はじめから決めてあるのか。 

   学校教育課長   はい。100名の定員と決めている。100名を１割り上回る応募があった。 初め

はどのくらい応募があるのか全くわからなかったが、良かったと思う。 

   三好委員    学校の、ばらつきはあるのか。 

   学校教育課長   はい。小学生は、駅前集合となるため、どうしても駅周辺の学校が多くなる。

遠方の学校は少ない。 

   三好委員    今後、年に２回企画して実施していくのであれば、時には海の近くで実施する

ことも良いかもしれない 。 

      学校教育課長     元々は、１泊２日のキャンプで考えていたが、予算がつかず、気軽に参加でき

る今回のような２回とした。担当としては、やはり毎年同じようなプログラムで

実施すると、子どもたちが連続して参加をしてもつまらなくなるため、来年度は、

予算は同じであるが、是非１泊２日で実施できるよう考えていきたいと、現在検

討しているところである。 

   重光委員    日帰りは、初めて参加する方にとっては、ハードルが低いと感じる。 

   学校教育課長   １年置きに、そのようにできたら良いと考えている。 

   三好委員    それは、とても良いことだと思う。 

服部教育長   これについて、ほかにいかがか。それではご意見も尽きたようなので、本件に

ついては、報告を受けたということでご了承願う。                                       

各委員      異議なし。 

服部教育長   異議なしと認める。 

 

２） 平成28年度ぬまづ英語ふれあい教室（イングリッシュデビュー事業）の実施報告に 

       ついて （生涯学習課長 資料に基づき説明）   

   服部教育長    説明が終わったが、本件に対するご質問、ご意見等はいかがか。            

   川口委員      募集はどのように実施したのか。 
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   生涯学習課長      広報沼津や、新聞投げ込みや、幼稚園や小学校等にチラシを配布した。多種

な方法でお知らせしたが、一番多かったのが、広報沼津を見たという方であっ

た。６割が広報沼津、幼稚園からのお知らせが10％、人からの紹介などが15％

弱程度であった。 

重光委員    みなさん、良く広報沼津を見ている。私も良く見ており、芋ほり体験等に興

味を持ったことがある。 

川口委員    ０歳から３歳児はニーズが高いと思う。幼稚園等には、外国の先生が在籍し、

多くのことをやっているところもある。０歳から３歳児の母親方は行くところ

に困っているので、地区センター等で子育て支援センターで実施するようなこ

とを開催すると、かなりの人数が集まる。そういう方々は、このような場が多

くあり知れば、今以上に集まり参加しやすいと思うので、多くの場で実施する

と良いと思う。 

三好委員    英語ということで実施しているが、これらは、専門家に相談しカリキュラム

を組んでいるのか。 

生涯学習課長   主に相談させていただいているのは、社会教育委員である佐野先生である。

ご自身で、このような教室を企画し、また、リトミックの先生もやっていると

いうことで、多くの相談をさせていただいている。 

三好委員    来年度の展望で、静浦地区センターでの開催を取りやめるとなっているが、

それは決定なのか。 

生涯学習課長      決定ではないが、今年度の結果を見ていると、サンウェルが2.38倍であるこ

とを考えると、そこを増やす方がよいと考えた。第２希望も聞いており、抽選

に漏れてしまった方には、紹介しているが、遠いイメージがあるようで、集ま

りにくいと感じた。 

三好委員    このような事業を実施すると、少し離れると人が集まらず、市街地方面に集

中してしまう。そういうところで開催される事業等が少なくなってしまうのは、

どうかと思う。車で行けばそれほど遠い場所ではないので、そのような場所に

行くことを誘導する方針の方が良いのではないかと感じる。結論としては出な

いが、そこは、良く検討していただき、各地域で実施していることは意味のあ

ることだと思う。 

生涯学習課長   そこは、良く検討していきたいと思う。 

   服部教育長   これについてほかにいかがか。それではご意見も尽きたようなので、本件につ

いては、報告を受けたということでご了承願う。                                          

   各委員      異議なし。 

服部教育長   異議なしと認める。 

 

３） 平成29年成人式及び新成人議会の開催について 

       （生涯学習課長 資料に基づき説明） 

服部教育長    説明が終わったが、本件に対するご質問、ご意見等はいかがか。 

服部教育長   特にないようなので、本件については、報告を受けたということでご了承願う。                                          

各委員      異議なし。 

服部教育長   異議なしと認める。 
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４） 平成28年度沼津市スポーツ栄誉章の授与について 

    （スポーツ振興課長 資料に基づき説明） 

服部教育長    説明が終わったが、本件に対するご質問、ご意見等はいかがか。 

三好委員    レスリングの鈴木絢大さんは、２年連続で表彰であるが、どこの出身の方か。 

ｽﾎﾟｰﾂ振興課長   この方が、飛龍高校の中で、唯一沼津市出身である。金岡中学校出身であり、

そのほかの方は市外である。 

三好委員    オリンピック候補者になるのではないか。 

ｽﾎﾟｰﾂ振興課長   そうである。オリンピック候補である。 

三好委員    頑張って欲しいと思う。 

服部教育長   オリンピックを目指し、目標を持って、やっていることは素晴らしいと思う。 

服部教育長    ほかにないようなので、本件については、報告を受けたということでご了承

願う。                                          

各委員      異議なし。 

服部教育長   異議なしと認める。 

 

５） 学校現場の状況について（いじめ等） 

（学校教育課長 資料に基づき説明） 

服部教育長    説明が終わったが、本件に対するご質問、ご意見等はいかがか。 

重光委員    私は仕事柄、いじめに関する事件を何件か対応したことがある。いじめの問題

で、被害者のご家族が一番不安に思うことは、学校の対応がいじめをいじめとし

て認識してくれなかった、いじめに対する対処が甘かった、そのおかげで子ども

の傷が広がったなどがある。いじめの認知件数が増加することは、良く取り組ん

でいるからであると思う。本来解消してないにも関わらず、解消したとして事件

を終わらせるのではなく、継続して支援していくことが重要であると思う。いじ

めが無いことが良いと思うが、なかったことにしてしまうことが一番よくないこ

とであると思う。 

服部教育長   いじめの解消とともに、人間関係つくりを育てるということを教育課程に取り

入れてやっている。引き続き指導、支援に取り組んでいきたいと思う。 

        ほかにないようなので、本件については、報告を受けたということでご了承

願う。 

各委員     異議なし。 

服部教育長   異議なしと認める。 
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  協議については、２月沼津市議会定例会提出案件であるため、当日非公開としたが、２月市議会 

 での審議が終了したため、公開する。 

 

＜協 議＞ 

協議第1号 平成28年度沼津市一般会計補正予算（第４回）について 

    （教育次長 資料に基づき説明） 

服部教育長    説明が終わったが、本件に対するご質問、ご意見等はいかがか。 

三好委員    基金として積み立てた予算については、自由に使うことができるのか。 

教育次長    自由に使うことはできない。基金はそれぞれ条例に基づき設定されている。

教育委員会関係の基金は、この「芸術文化振興基金」と「育英奨学基金」の２

種類である。かつて、利息が高い時代は、この運用利息を原資として事業運用

していた。現在は、本体から引き落として使っている。このため、基金全体は

縮小傾向である。条例に、使途について明記しており、それに基づき使うこと

となっている。予算要求の段階で、この事業の財源はこの基金としたいとの要

求ができるようになっている。以前は、基金を財源にしたいことを、担当課か

らは予算要求できなかったが、現在は、出来るようになってきている。全体の

一般財源が減少してきている為、基金をうまく利用するように、財源の使い方

が変わってきている。公共の基金の考え方は、何らかの寄付で頂いた資金を元

に、果実運用ができることが一番良いが、元を使ってしまい元が減り、それが

出来なくなる。特に、芸術文化振興基金は、寄附金だけで成り立っている為、

難しいものである。 

三好委員    本来、市が別の予算立てをするところを、基金を使うしかないということで、

使用しているということか。 

教育次長    そういうことである。逆に、基金が減ってしまったため、一般財源から基金

に充当することもある。 

服部教育長   ご意見もつきたようなので、協議第１号については、原案のとおり2月沼津

市議会の議案として提案することでよいか。 

各委員     異議なし。 

 服部教育長   異議なしと認める。 

         それでは、協議第1号については、原案のとおり2月沼津市議会の議案とし 

        て提案することに決する。 

 

 協議第２号  指定管理者の指定について（沼津市営香陵駐車場） 

        （文化振興課長 資料に基づき説明） 

 服部教育長   説明が終わったが、本件に対するご質問、ご意見等はいかがか。 

 教育次長    補足として、香陵駐車場は、文化センターの東側の駐車場のことであり、教 

        育委員会が管理している。香貫駐車場は、市役所横の立体駐車場のことで、資 

        産活用課が管理している。 

         香貫駐車場は、耐震性が無いため解体し、香陵グランドを暫定的に香貫駐車
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場の代替え駐車場にする。 

 服部教育長   ほかにないようなので、協議第２号については、原案のとおり２月沼津市議

会の議案として提案することでよいか。 

各委員     異議なし。 

 服部教育長   異議なしと認める。 

         それでは、協議第２号については、原案のとおり2月沼津市議会の議案とし 

        て提案することに決する。 

＜その他＞ 

服部教育長   そのほか何かあるか。 

服部教育長    ないようなので以上をもって本日の定例会を終了する。 

      午後４時00分  閉会 


